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　　　　　　１．事業活動における環境負荷を捉え、環境目標を定め継続的な改善と環境の維持に努める。

　　　　　　２．適用される環境関連法規制及び当社が同意するその他要求事項を遵守します。

　　　　　　３．負荷を低減する為、二酸化炭素排出量削減、廃棄物排出の低減化・リサイクル化に取り組みます。

　　　　　　４．事務用品のグリーン購入の推進をはかる。

　　　　　　５．環境商品販売の推進をはかる。

　　　　　　６．全従業員に周知の徹底をはかり、環境面での社会貢献に積極的に取り組む。

取締役社長

木下　勝文

株式会社三富商店は、ゴム原料・資材、工業用製品の販売事業活動の中で

地球環境に与える影響を把握すると共に、これらに関わる環境関連法及びその

他の規制、並びに当社の同意する事項を守り、人と地球に優しい事業を継続

的に取り組み、社会に貢献することを誓約します。

環 境 経 営 方 針

行 動 指 針

制定日　　２００５年１１月０１日
改定日　　２０２１年２月17日

①   環境経営方針
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　　　　　　　　名称
　　　　　　　代表者

　　（２）  所在
　　　　 本社
　　　　 大阪営業所
　　　　 東京営業所

　　 　　　　責任者 
　　 　　　　担当者
　　 　　　　連絡先

　　　　　　　　　ゴム原料・資材、工業用製品の販売

単位 2018年 2020年 2021年 2022年

本社 人 7 7 6 6

大阪営業所 人 5 5 5 6

東京営業所 人 3 3 3 3

合計 人 15 15 14 15

本社 ㎡ 66.5 131.1 131.1 131.1

大阪営業所 ㎡ 146 147.4 147.4 147.4

東京営業所 ㎡ 79 79 79 79

（６）  事業年度

　　（４）  事業内容

　　（５）  事業規模

　：　松岡　秀和
　：　　同上
　：　06-6371-4563

　：　株式会社 三富商店
　：　取締役社長　木下　勝文

合計

床面積

1493

　：　大阪市北区豊崎3-2-1淀川5番館3F

　：　東京都中央区日本橋堀留2-2-8日本橋フジタビル

従業員

　　（３）  環境管理責任者及び担当者連絡先

 ②　組織の概要

1644

事業規模

　　（１）  名称及び代表者氏名

　：　神戸市中央区三宮町1-1-1新神戸ビル

売上高 百万円 1698 1349

※　本社事務所移動により2020年10月から131.1㎡

１月～１２月
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3.1 認証登録事業者

3.2 対象事業所

3.3　実施体制図

・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間を準備

・環境管理責任者を任命

・実施体制の構築

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への周知

・全従業員に対する教育・訓練の実施

・環境経営目標・環境活動計画書の承認

・環境上の緊急事態への準備及び対応の承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境経営レポートの確認・承認

・環境関連法規取りまとめ表の承認

・環境経営システムの構築・実施・管理

・推進者への環境経営方針の周知

・環境関連法規取りまとめ表の作成

・環境経営目標・環境活動計画書の作成

・環境活動の取組み結果の作成・報告

・環境経営レポートの作成

・環境上の緊急事態への準備作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組みの自己チェックの実施

・従業員に対する教育・訓練の実施

・従業員への環境経営方針の周知

・環境経営方針の理解と環境への取組みの重要性を自覚

・決められたことを守り、自主性・積極的に環境経営活動への参加

代表者

（社長）

役割  ・  責任  ・  権限

全従業員

代表者　木下 勝文

本社 ・ 大阪営業所 ・ 東京営業所

➂　認証・登録の対象範囲と実施体制図及び役割・責任・権限

3.4　役割・責任・権限表

本社

　従業員

株式会社 三富商店

推進者

環境管理責任者

大阪営業所

従業員

東京営業所

　従業員

本社

　推進者　木下

大阪営業所

　推進者　松岡

東京営業所

　推進者　伏見

環境管理責任者

松岡 秀和
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・  2018年度に東京営業所を認証取得し、全社認証取得となる。

項目 単位 場所
2018年度

実績

(基準値）

2020年度

実績

2021年度

実績

2022年度

実績

本社 8,564 8,388 8,921 8,509

大阪営業所 15,432 11,715 9,776 8,864

東京営業所 5,023 5,261 5,909 6,258

全社合計 29,019 25,364 24,606 23,631

本社 0.528 0.528 0.528 0.528

大阪営業所 0.334 0.334 0.334 0.334

東京営業所 0.455 0.455 0.455 0.455

本社 4,522 4,429 4,710 4,493

大阪営業所 5,154 3,913 3,265 2,961

東京営業所 2,285 2,394 2,689 2,847

全社合計 11,962 10,737 10,665 10,301

本社 4,028 3,386 3,031 3,086

大阪営業所 939 732 587 818

東京営業所 使用なし 使用なし 使用なし 使用なし

全社合計 4,967 4,118 3,618 3,904

本社 9,345 7,862 7,037 7,157

大阪営業所 2,181 1,700 1,363 1,899

東京営業所 使用なし 使用なし 使用なし 使用なし

全社合計 11,526 9,562 8,400 9,056

本社 13,876 12,291 11,747 11,650

大阪営業所 7,335 5,613 4,628 4,860

東京営業所 2,285 2,394 2,688 2,847

全社合計 23,496 20,298 19,063 19,357

合計 389 226 195 257

本社 22,000 19,500 25,500 22,300

大阪営業所 25,900 24,400 24,300 23,900

東京営業所 28,000 25,600 23,500 23,000

全社合計 75,900 69,500 73,300 69,200

環境商品販売 ％ 全社合計 100 100 100 100

ℓ

※電力のCO₂排出係数

（2018年度調整後）

（１）  環境負荷実績

過去3年間の環境負荷実績

ガソリンのCO₂排出量

※一般廃棄物排出量　本社・東京　僅かな為削除

※電力購入先は、本社が四国電力、大阪営業所が関西電力、東京営業所が東京ｴﾅｼﾞｰﾊﾟｰﾄﾅｰ(調整後)

kg-CO₂/kWh

電気使用量 kWh

一般廃棄物総排出量

（可燃物、不燃物、資

源ごみを含む）

389 226 195大阪営業所 257

kg-CO₂
総CO₂排出量

（電力＋ガソリン）

kg

事務用紙

（Ａ４枚数）
枚／年

・  当社の事業内容は、樹脂製品及び工業製品の販売であり、環境負荷として、主に総エネルギー投入量、

    温室効果ガス排出量、廃棄物排出量が該当する。

④ 環境経営目標とその実績

・  総物質投入量、総生産品販売量、化学物質移動量に関しては、商社機能を有するがために、該当しない。

   また、総排水量に関しても、当社、３サイトともテナントビル内で、入居ビル管理者が管理している為、

   使用量の数値的な把握ができず、節水の励行のみにとどまってる。

 これらの事により環境負荷として数値化して捉えたコア指標項目は、下表の通りになる。(2018年度を基準値とする)

電力のCO₂排出量 kg-CO₂

ガソリン使用量

kg-CO₂
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項目 単位 場所

2018年度

実績

（基準値）

2022年度

目標

2023年度

目標

2024年度

目標

本社 8,564 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

大阪営業所 15,432 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

東京営業所 5,023 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

全社合計 29,019 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

本社 0.528 0.528 0.528 0.528

大阪営業所 0.334 0.334 0.334 0.334

東京営業所 0.455 0.455 0.455 0.455

本社 4,028 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

大阪営業所 939 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

東京営業所 使用なし 使用なし 使用なし 使用なし

全社合計 4,967 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

本社 13,876 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

大阪営業所 7,335 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

東京営業所 2,285 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

全社合計 23,496 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

合計 389 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

本社 22,000 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

大阪営業所 25,900 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

東京営業所 28,000 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

全社合計 75,900 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

一般廃棄物排出量　本社・東京　僅かな為削除

（２）  環境経営目標

　2018年度を基準年度とし、2022年度～2024年度まで目標を設定する。

一般廃棄物総排出量

（可燃物、不燃物、資

源ごみを含む）

kg

枚／年
事務用紙

（Ａ４枚数）

電気使用量 kＷh

kg-CO₂/kＷh

ℓガソリン使用量

kg-CO₂/kＷh
総CO₂排出量

（電力＋ガソリン）

※電力のCO₂排出係数

（2018年度調整後）

大阪営業所 389 基準比▲3％ 基準比▲4％ 基準比▲5％

環境商品販売 ％ 全社合計 100 100 100 100
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１．社員は、次の方法により電気量の削減に取組みます。
①   長時間使用しないパソコンの電源をオフにする。
②   不必要な照明の消灯及び空調機器の停止。
③   消費電力の少ない蛍光灯に順次交換して行く。
④   空調設備の設定温度夏28℃、冬20℃とする。
⑤   フィルター掃除

１．社員は、次の方法により社用車ガソリンの燃費向上によりガソリン消費の削減に取り組みます。
①   急発進、急加速、急ブレーキ等の禁止
②   エンジンオイルの定期交換及びタイヤの空気圧のチェックを随時行う。
③   エコドライブの実行
④   アイドリングストップ
⑤   ハイブリッド車導入

１．社員は、次の方法により廃棄物の削減、リサイクルに取組みます。
①   「廃棄物分別表」に基づき、廃棄物の分別を徹底する。
②   事務用品のリユースに努める。
③   ペットボトル及び空き缶類、弁当箱の容器は、各自持ち帰る。

１.  社員は、次の方法によりコピー用紙使用量の削減に取組みます。
①   資料削減の推進
②   両面コピーの徹底
③   裏紙使用の実施
④   ミスコピーの防止
⑤   ＦＡＸ送付状の省略
⑥   共有ファイルの活用

１.　社員は、次の方法により環境商品の販売促進に取組みます。
①   商品知識を身につける。
②　 ROHS2指令やREACH規則などの年々増加する化学物質調査に協力し、適合商品を販売していく。

節水活動（弊社、テナントビル内のため、目標数値が出せない）
１.　社員は、次の方法により節水活動に取り組みます。
①　 炊事場で水を出しっぱなしにしない。

⑤   主な環境経営活動計画の内容

（１）  環境への負荷の低減・管理

コピー用紙削減項目

環境対応商品販売促進項目

ガソリン使用量削減項目

当社での環境負荷主要因は電力、ガソリン、廃棄物、コピー用紙、環境商品が主たる要因と考え、各項目に対して

下記の手順で削減を図る。

電気使用量削減項目

廃棄物削減項目
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（１）  取組結果

2018年実績

（基準値）
2022年目標値 2022年実績 達成率 評価

本社 8564kＷh 8307kＷh 8509kWh 97% △

大阪営業所 15432kＷh 14969kＷh 8864kWh 168% 〇

東京営業所 5023kＷh 4872kＷh 6258kＷh 78% ✕

全社合計 29019kＷh 28148kＷh 23631kＷh 119% 〇

本社 4028ℓ 3907ℓ 3086ℓ 126% 〇

大阪営業所 939ℓ 911ℓ 818ℓ 111% 〇

全社合計 4967ℓ 4818ℓ 3904ℓ 123% 〇

本社 13876kg-CO₂ 13460kg-CO₂ 11650kg-CO₂ 115% 〇

大阪営業所 7335kg-CO₂ 7115kg-CO₂ 4860kg-CO₂ 146% 〇

東京営業所 2285kg-CO₂ 2216kg-CO₂ 2847kg-CO₂ 78% ✕

全社合計 23496kg-CO₂ 22791kg-CO₂ 19357kg-CO₂ 117% 〇

一般廃棄物（kg） 大阪営業所 389kg 377kg 257kg 146% 〇

本社 22000枚 21340枚 22300枚 95% △

大阪営業所 25900枚 25123枚 23900枚 105% 〇

東京営業所 28000枚 27160枚 23000枚 118% 〇

全社合計 75900枚 73623枚 69200枚 106% 〇

本社 100% 100% 100% 100% 〇

大阪営業所 100% 100% 100% 100% 〇

東京営業所 100% 100% 100% 100% 〇

全社合計 100% 100% 100% 100% 〇

大阪営業所 100% 100% 100% 100% 〇

東京営業所 100% 100% 100% 100% 〇

全社合計 100% 100% 100% 100% 〇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〇……目標達成
△……達成率９０％以上
✕……達成率９０％未満

【購入電力】

東京営業所　：　目標値に対して達成率78％であった。使用量が増えたが取組手段（不必要な照明消灯、パソコ

ン電源OFF等）を理解し実行したが達成ならず。空気清浄機・加湿器の併用が影響大。

全社：目標値に対して、達成率119％で目標達成している。

＊本社・大阪営業所・東京営業所ともテナントビル内のため、水道使用量が把握できないため、

　        目標値が出せないので、節水活動を励行している。

＊ROHS2指令やREACH規則などの年々増加する化学物質調査に協力し、適合商品を販売していく。

ガソリン使用量(ℓ)

グリーン購入率

大阪営業所　：　目標値に対して達成率168%であった。取組手段（不必要な照明消灯、パソコン電源OFF

等）を理解し目標達成できた。今後も継続して節電努力を行う。

本社　：　目標値に対して達成率97％であった。使用量が増えたが全社員が取組手段（不必要な照明消灯、パ

ソコン電源off等）を理解し実行したが少し届かず。今後も継続して節電に努め努力する。

購入電力（kWh）

環境対応商品の

調査/販売

＊一般廃棄物は可燃ごみと資源ごみ　　本社・東京営業所は僅かなため削除

⑥環境経営活動の取組結果と評価、次年度の取組内容

A4用紙（枚）

　2022年の目標は、基準値の▲3％とした。

総CO₂排出量

(kg-CO₂)
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【ガソリン】
全社：目標値に対して、達成率123％で目標達成している。

【一般廃棄物】
全社：目標値に対して、達成率146％で目標達成している。

【Ａ４用紙】
全社：目標値に対して、達成率106％で目標達成している。

【グリーン購入率】

法律等の名称 監視測定項 判定基準 測定者 記録(結果)

第3条 火気厳禁

火災予防
(指定場所での喫

煙)

第24条
(化学物質を置か

ない)

消火活動 消防訓練

第1条

第3条

（２）環境関連法規への違反はありません。なお、環境当局よりの違反・訴訟等は、過去3年間ありません。

【環境対応商品の調査・販売】

（１）環境関連法規等の遵守状況

消防法

大阪営業所　：　目標値に対して達成率111％であった。ほぼ通常営業で外出が増えたが法定速度厳守・アイドリ

ングストップ等取組み目標達成。今後も継続して削減に取り組む。

⑦環境関連法規への違反,訴訟等の有無

本社

大阪営業所

東京営業所

目標値に対して達成率１００％であった。エコ・グリーン商品がある製品は必ずエコ・グリーン製

品を買うことを決め目標達成。今後も購入する時に注意しながら購入していく。

大阪営業所

東京営業所

本社　　　　　 ： 目標値に対して達成率95％であった。今後はデータ化も検討し、継続して削減に取り組む。

大阪営業所　： 目標値に対して達成率105％であった。今後はデ－タ化も検討し、継続して削減に取り組む。

東京営業所　： 目標値に対して達成率118％であった。今後はデータ化も検討し、継続して削減に取り組む。

EA21責任者

年1回消防訓

練を行う。(各

サイトとも10月

に実施)

廃棄物処理法

一般廃棄物の分

別 （ テ ナ ン ト 契

約）

EA21責任者

手順書通りにごみ

の分別を行ってい

る。

目標値に対して達成率100%であった。環境規制に適合した商品を今後も販売・調査してい

く。

大阪営業所　：　目標値に対して達成率146%であった。取組を理解し削減達成。今後も積極的に取り組み、達

成できるように継続して取り組む。

本社　：　目標値に対して達成率126%であった。ほぼ通常営業で外出が増えたが法定速度厳守・アイドリングス

トップ等取組み目標達成。今後も継続して削減に取り組む。
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項目

環境経営方針 変更あり 変更無し 〇

環境経営目標・計画 変更あり 〇 変更無し

実施体制 変更あり 変更無し 〇

全社 電力CO₂（kg）

2018年 11,962

2019年 11,130

2020年 10,735

2021年 10,664

2022年 10,301

全社 ガソリンCO₂（kg）

2018年 11,526

2019年 11,223

2020年 9,562

2021年 8,400

2022年 9,056

⑧代表者による全体の評価と見直し・指示

・2022年度の環境経営目標・計画の達成状況は、コロナ対策も継続しながらほぼ通常営業に戻り、業績も上がった

中、全社では全項目とも目標達成できました。取組項目やサイトで一部未達成も出ているので、データを検証し、来

期はすべての項目・サイトで目標達成できるように努めましょう。

変更・理由・事柄

販管システム再構築

見直しの有無

⑨これまでの環境活動の主な取組

（１）エネルギー項目の推移

電力のCO₂排出量

ガソリンのCO₂排出量

来期予定としては、決まっている計画は無いが今後始まるインボイス制度・電子帳簿保存法に対してシステム再構築

が必要で、その際に削減出来そうな項目も考えながら検討する。
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全社 総CO₂（kg）

2018年 23,496

2019年 22,353

2020年 20,297

2021年 19,063

2022年 19,357

1.電力の削減

２．ガソリン使用量の削減

３．一般廃棄物の削減

４．環境配慮製品の調査・販売
　　　・各種環境対応商品の販売

　　　・各種環境対応商品の調査

　　　・パソコンの電源オフ　　　

　　　・不必要な照明の消灯　　　

　　　・ＬＥＤ照明への更新

　　　・エアコンの温度設定（夏季28℃、冬季20℃）

　　　・エアコンフィルターの掃除

　　　・急発進、急加速の禁止　　　

　　　・定期的にオイル交換

　　　・タイヤ空気圧のチェック

　　　・法定速度厳守

　　　・アイドリングストップ

　　　・低燃費車の導入

　　　・廃棄物の分別

　　　・事務用品のリユース

　　　・書類の電子化による紙の削減

　　　・裏紙の再利用

ＳＤＧs

総CO₂排出量

（２）EA21の主な取組とSDGs

EA21の主な取組
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